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高野賢一：中耳炎 New Trends，日胆耳鼻咽喉科会，平成 30 年 5 月 12 日，苫

小牧市 

 

氷見徹夫：なぜ聞こえは悪くなるのか？～難聴のメカニズムと新しい治療～，

十勝毎日新聞社 包括連携協定事業 かちまい・札幌医大医療セミナー，平成

30 年 1 月 31 日，帯広市 

 

氷見徹夫：患者満足度から考えるアレルギー性鼻炎診療，web セミナー，平成

30 年 1 月 24 日，東京都 

 

氷見徹夫：聞こえの新時代に挑む～小さな感覚器から大きな変化を～，札幌医

科大学最終講義，平成 30 年 2 月 23 日，札幌市 

 

氷見徹夫：患者満足度から考えるアレルギー性鼻炎診療，Expert Discussion in 

Sapporo，平成 30 年 4 月 8 日，札幌市 

 

氷見徹夫：メカニズムから見たアレルギー性鼻炎の病態と治療戦略，第 263 回

薬剤師臨床セミナー，平成 30 年 4 月 19 日，札幌市 

 

氷見徹夫：聞こえを理解するための解剖・機能の基礎知識を整理する～高度難

聴の病態と画像～，CI クリニック勉強会，平成 30 年 5 月 8 日，札幌市 

 

氷見徹夫：難聴について 解剖・機能の基礎知識を整理する，AVA ワークショ

ップ，平成 30 年 7 月 7 日，札幌市 

 

氷見徹夫：なぜ年を取ると聞こえが悪くなる？～聞こえを保つことが認知症の

予防になる～，禎心会病院公開講座，平成 30 年 7 月 19 日，札幌市 

 

氷見徹夫：人工内耳は認知症の予防になる？，成人人工内耳の会，平成 30 年 8

月 18 日，札幌市 

 

氷見徹夫：免疫アレルギー疾患の新しい展開と展望－免疫学的解析から解った

こと，まだ解らないこと－，第 120 回日耳鼻宮城県地方部会 耳鼻咽喉科臨床



セミナー，平成 30 年 11 月 10 日，宮城県仙台市 

 

鈴木敏夫：最新の補聴器とその価格，装用指導，補聴器相談医委嘱のための講

習会，平成 30 年 1 月 15 日，25 日，札幌市 

 

鈴木敏夫：聴覚障害の基礎知識，小樽市手話奉仕員養成講座，平成 30 年 7 月

24 日，8 月 3 日，小樽市 

 

鈴木敏夫：アレルギー性鼻炎における診断と治療，久光製薬医薬情報担当者勉

強会，平成 30 年 8 月 29 日，札幌市 

 

鈴木敏夫：保険診療の疑義解釈，北海道耳鼻咽喉科医会地区研修会，平成 30 年

1 月 20 日，旭川市．平成 30 年 2 月 10 日，札幌市．平成 30 年 10 月 20 日，帯

広市．平成 30 年 11 月 10 日，函館市 

 

白崎英明：鼻アレルギーにおける PAF の役割，第 214 回長久手会，平成 30 年

1 月 13 日，愛知県名古屋市 

 

白崎英明：食生活とサプリメントによるアレルギー鼻炎の制御は可能か？，デ

ザレックス発売１周年記念講演会 in 米子，平成 30 年 1 月 18 日，鳥取県米子

市 

 

白崎英明：鼻アレルギーにおける PAF の役割，横浜北部地区アレルギー学術集

会，平成 30 年 1 月 25 日，神奈川県横浜市 

 

白崎英明：鼻アレルギーにおける PAF の役割，足柄医師会・第 640 回小田原医

師会合同学術講演会，平成 30 年 3 月 20 日，神奈川県小田原市 

 

白崎英明：鼻アレルギーがひき起こす食物アレルギーについて，2018 年アレル

ギー週間記念講演会，平成 30 年 4 月 14 日，札幌市 

 

白崎英明：鼻アレルギーにおけるPAFの役割，南空知病院薬剤師会学術講演会，

平成 30 年 4 月 28 日，岩見沢市 

 

白崎英明：鼻アレルギーにおける PAF の役割，ルパフィン発売１周年講演会，

平成 30 年 11 月 15 日，函館市 

 

成田慎一郎：耳についての耳寄りな話，札幌市医師会健康つくり講演会，平成

30 年 2 月 7 日，札幌市 

 

成田慎一郎：ダニ舌下免疫療法の使用経験，北耳会道央地区研修会，平成 30 年

2 月 10 日，札幌市 

 



成田慎一郎：函館の花粉症と治療について，渡島医師会学術講演会，平成 30 年

8 月 25 日，函館市 

 

成田慎一郎：患者さんが咳を訴えてきた！さあどうする？春の咳・感染症フォ

ーラム，平成 30 年４月 16 日，札幌市 

 

小西正訓：耳鼻咽喉科医と嚥下障碍，第 3 回耳鼻咽喉科病院診を語る会，平成

30 年 2 月 17 日, 札幌市 

 

小西正訓：摂食嚥下障碍～脳卒中例を中心に～，平成 29 年度第 2 回札幌歯科医

師会口腔医療センター所員・担当医研修会，平成 30 年 3 月 17 日, 札幌市 

 

小西正訓：これからの摂食嚥下リハビリテーション，平成 30 年度北海道言語聴

覚士会日胆支部研修会，平成 30 年 6 月 30 日, 伊達市 

 

小柴茂：当院における頭頸部癌症例，第 3 回耳鼻咽喉科病院診を語る会，平成

30 年 2 月 17 日，札幌市 

 

亀倉隆太：医師の仕事について，北海道立岩見沢東高等学校 医療分野につい

ての講話，平成 30 年 5 月 9 日，岩見沢市 

 

小笠原徳子：耳鼻咽喉科疾患における最近の話題～アレルギー性鼻炎の薬物療

法と慢性副鼻腔炎のメカニズム～，第 16 回札幌耳鼻咽喉科疾患研究会，平成 30

年 10 月 13 日, 札幌市 

 

實川純人：当科における頸部リンパ節生検症例の検討〜耳鼻咽喉科感染症から

悪性腫瘍〜，北耳会道南地区研修会，平成 30 年 11 月 10 日，函館市 

 

伊藤史恵：アレルギー疾患と加齢による免疫変容，冬季耳鼻咽喉科疾患フォー

ラム，平成 30 年 1 月 18 日，札幌市 

 

  



６．学会発表 

第 21 回日本病態栄養学会（平成 30 年 1 月 12～14 日，京都府京都市） 

小西正訓：脳卒中例の摂食機能予後予測 

 

第 28 回頭頚部外科学会（平成 30 年 1 月 25 日〜26 日，栃木県宇都宮市）  

今野信宏：頭頸部外科手術におけるマイクロ波外科手術用エナジーデバイス

Acrosurg.(アクロサージ)の使用経験 

黒瀬誠，近藤敦，高野賢一，大國毅，小幡和史，氷見徹夫：甲状腺手術におけ

る術中持続神経モニタリング（CIONM）の使用経験  

大國毅，黒瀬誠，高野賢一，山本圭佑，萬顕，氷見徹夫：頭蓋・眼窩に進展し

た鼻副鼻腔内反性乳頭腫の一例 

大和田築，大國毅，萬顕，山本圭佑，高野賢一，黒瀬誠，氷見徹夫：外転神経

麻痺単独で発症した急性蝶形骨洞炎の 1 例 

宿村莉沙，實川純人，山崎徳和，山下恵司，高野賢一，氷見徹夫：甲状腺転移

をきたした腎細胞癌の 2 症  

 

第 11 回日本静脈経腸栄養学会北海道地方部会（平成 30 年 1 月 27 日，札幌市） 

小西正訓： 脳卒中例における嚥下機能評価依頼例の特徴 

 

第 9 回千歳臨床医学研究会（平成 30 年 2 月 3 日，千歳市） 

渡邉一正：水痘・帯状疱疹ウイルスによる舌咽，迷走神経障害例 

 

第 41 回日本嚥下医学会,（平成 29 年 2 月 9～10 日, 宮城県仙台市） 

小西正訓：嚥下機能手術の全国実施状況調査～5 年前と比較して～ 

 

第 36 回本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 (平成 30 年 2 月 22 日～24 日, 山口

県下関市) 

亀倉隆太，高野賢一，伊藤史恵，一宮慎吾，氷見徹夫：IgG4 関連涙腺・唾液腺

炎の病態における peripheral helper T cells の役割 

垣内晃人，高野賢一，氷見徹夫，小島隆：タイト結合分子に焦点を当てた頭頸

部扁平上皮癌におけるヒストン脱アセチル化酵素阻害剤作用機序の検討 

矢島諒人，高野賢一，小島隆，氷見徹夫：IgG4 関連疾患における顎下腺の線維

化メカニズムの解析 

伊藤史恵，亀倉隆太，高野賢一，一宮慎吾，氷見徹夫：濾胞ヘルパー T 細胞と

濾胞制御性 T 細胞の加齢性変容 

 

第 33 回日本静脈経腸栄養学会,（平成 29 年 2 月 23～24 日，神奈川県横浜市） 

小西正訓： 脳卒中例における摂食機能の短期予後予測 

 

第 217回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方部会学術講演会（平成 30年 3月 25日，

札幌市） 

山本哲夫，白崎英明，氷見徹夫：中学生以上の年齢層に対する百日咳新規検査



法の使用経験 

渡邉一正：嚥下障害を主訴とした延髄梗塞例 

小西正訓： 脳卒中例における嚥下機能評価依頼例の特徴 

實川純人，山﨑徳和：トキソプラズマ性頸部リンパ節炎の 1 例 

大和田 築，長屋 朋典，高橋 亜由美，小幡 和史，坪松 ちえ子，近藤 敦，氷

見 徹夫：上顎洞に発生した骨破壊を伴う副鼻腔 IgG4 関連疾患の 1 例 

佐藤里奈，光澤博昭，高橋希，長屋朋典，黒瀬誠，氷見徹夫：当院で経験した

気管腕頭動脈瘻に対する血管内治療と合併症について 

中野雅也，髙橋亜由美，大和田築，小幡和史，長屋朋典，坪松ちえ子，近藤敦， 

氷見徹夫：当科で経験した壊死性降下性縦隔炎の 3 例 

萬顕，大國毅，山本圭佑，高野賢一，黒瀬誠，氷見徹夫：当科で過去 5 年間に

経験した浸潤性副鼻腔真菌症例 

 

第 115 回日本内科学会総会・講演会（平成 30 年 4 月 13-15 日，京都府京都市） 

重原克則，亀倉隆太，川田耕司，宮島さつき，矢部勇人，高橋弘毅，一宮慎吾：

COPD 患者における喘息患者との対比を含めた末梢血濾胞ヘルパーT 細胞と制

御性 B 細胞の検討 

 

第 37 回日本リハビリテーション医学会北海道地方会（平成 30 年 4 月 14 日，

札幌市） 

小西正訓：嚥下機能評価を依頼された脳卒中例の特徴 

 

第 58 回日本呼吸器学会学術講演会（平成 30 年 4 月 27-29 日 大阪府大阪市） 

重原克則、亀倉隆太、川田耕司、宮島さつき、矢部勇人、高橋弘毅、一宮慎吾： 

COPD 患者における喘息患者との対比を含めた末梢血濾胞ヘルパーT 細胞と制

御性 B 細胞の検討 

 

第 7 回札幌栄養管理情報ネットワーク研究会（平成 29 年 5 月 12 日, 札幌市） 

稲葉久子, 小西正訓, 浜上真由美：嚥下調整食に関わる情報提供についての実態

調査 

 

第 119 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（平成 30 年 5 月 30 日～6 月 2

日、神奈川県横浜市） 

金子躍人，幸野貴之，角木拓也，高野賢一，小笠原徳子，宮田遼，大國毅，矢

島諒人，垣内晃人，小島 隆，氷見徹夫：ヒト鼻粘膜上皮細胞での上皮バリアお

よび線毛形成の調節における転写因子 p63 の役割 

伊藤史恵，亀倉隆太，高野賢一，氷見徹夫：加齢に伴う機能性リンパ球サブセ

ットの数的，質的変化と免疫能との関係 

 

第 42 回頭頚部癌学会（平成 30 年 6 月 14 日〜15 日、東京都） 

今野信宏：頸部手術におけるマイクロ波エナジーデバイス Acrosurg.（アクロサ

ージ）の使用経験 



黒瀬誠，近藤敦，小幡和史，山本圭佑，垣内晃人，氷見徹夫：原発不明頸部転

移癌に対するコア針生検（core needle biopsy） 

小幡和史、近藤 敦、黒瀬 誠 : 札幌医科大学における中咽頭癌の治療成績の

検討 

垣内晃人, 角木拓也, 黒瀬誠, 高野賢一, 近藤敦, 小幡和史, 野村一顕, 宮田遼, 

金子躍人, 氷見徹夫, 小島隆：頭頸部扁平上皮癌における S100A7 の発現と役割 

 

北海道アレルギー研究会（平成 30 年 6 月 16 日，札幌市） 

山本哲夫，朝倉光司，白崎英明，亀倉隆太，氷見徹夫：シラカバ IgE 陽性の口

腔咽頭過敏症における各種花粉とプロフィリン(Bet v2）感作との関係 

 

第 67 回日本アレルギー学会学術大会（平成 30 年 6 月 22-24 日，千葉県千葉市）  

亀倉隆太，重原克則，伊藤史恵，高野賢一，氷見徹夫，一宮慎吾：ダニ舌下免

疫療法における血液機能性リンパ球サブセットの経時的変化 

重原克則，宮島さつき，亀倉隆太，矢部勇人，高橋弘毅，一宮慎吾：アトピー

型喘息における治療前後の末梢血濾胞ヘルパーT 細胞および制御性 B 細胞の変

化 

Ayako Kumagai, Ryuta Kamekura, Yasuyuki Sumikawa, Hisashi Uhara, 

Shingo Ichimiya：The subset of circulating Tfh cells of atopic dermatitis 

patients is biased towards Tfh2 

 

第 30 回日本内分泌外科学会総会（平成 30 年 6 月 28〜29 日，札幌市） 

小幡和史、近藤敦、黒瀬誠、高野賢一、大國毅 : 当科における甲状腺乳頭癌へ

のレンバチニブ治療の現状と課題 

 

第 80 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会（平成 30 年 6 月 29～30 日，神

奈川県横浜市） 

長島勉，久保志保子，染川幸裕：当科における外耳道真珠腫症例の検討 

山本圭佑、大國毅、萬顕、高野賢一、黒瀬誠、氷見徹夫：当科における頭頸部

悪性リンパ腫に対するコア針生検（core needle biopsy）の経験 

高橋希，山下恵司，今井良吉：リドカイン局注により改善したシャント発声不

能の１例 

佐々木彩花，宮田 遼，角木拓也，野村一顕，吉岡 巌：左鎖骨上窩リンパ節

腫脹を初発とした性腺外胚細胞腫瘍の 1 例． 

佐藤里奈、光澤博昭、高橋希、長屋朋典、黒瀬誠、氷見徹夫：当院で経験した

気管腕頭動脈瘻に対する血管内治療と合併症について 

 

第 30 回日本嚥下障害臨床研究会（平成 30 年 7 月 7～8 日, 兵庫県神戸市） 

小西正訓：脳卒中例における摂食機能の短期予後予測 

 

第 6 回日本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会総会・学術講演会（平成 30 年 9

月 7 日〜8 日，石川県金沢市） 



實川純人，山﨑徳和：トキソプラズマ性頸部リンパ節炎の 1 例 

 

第 31 回日本口腔・咽頭科学会総会ならびに学術講演会（平成 30 年 9 月 13～14

日，愛知県名古屋市） 

白崎英明：PAF 拮抗薬が著効した線維素性唾液管炎の一例 

大國毅，高野賢一，近藤敦，黒瀬誠，小幡和史：IgG4 関連唾液腺疾患の診断に

おける Core Needle Biopsy（CNB）の有用性についての検討 

 

日本花粉学会第 59 回大会 2018（平成 30 年 9 月 22−23 日，三重県津市） 

白崎英明：ハンノキ花粉飛散状況からシラカバ花粉飛散数の予測は可能か？ 

 

第 77 回 日本癌学会学術総会（平成 30 年 9 月 27～29 日，大阪府大阪市）  

萬顕，山本英一郎，沼田有斗，新沼猛，北嶋洋志，甲斐正広，須藤豪太、黒瀬

誠，時野隆至，仲瀬裕志，菅井有，鈴木  拓： Identification of tumor 

endothelium-related genes in colorectal cancer  

 

第 57 回日本鼻科学会総会・学術講演会（平成 30 年 9 月 27～29 日，旭川市） 

高野賢一，大國 毅，宮田 遼，氷見徹夫：ヒト鼻粘膜上皮細胞における転写

因子 p63 の新たな役割 

大國毅，白崎英明，高野賢一，山本圭佑，関伸彦，氷見徹夫：内視鏡下経鼻手

術にて閉鎖しえた特発性髄液鼻漏の一例 

山本 圭佑，宮田遼，大國  毅，高野 賢一, 白崎英明：当院における鼻副鼻腔悪

性リンパ腫の検討 

 

第 28 回耳科学会総会・学術講演会 (平成 30 年 10 月 3 日～6 日, 大阪府大阪市) 

高野賢一，山﨑徳和，實川純人，角木拓也，新谷朋子，氷見徹夫：北海道にお

ける遠隔マッピングの試み 

垣内晃人，角木拓也，高野賢一：Rho-kinase および PKCα 阻害剤を用いた温度

感受性マウス蝸牛前駆細胞における１次線毛形成の検討 (優秀ポスター賞) 

宿村 莉沙，高野 賢一，矢島 諒人，山本 圭佑，大國 毅，黒瀬 誠：人工内耳

が有効であった CAPS/CINCA 症候群の 1 例 

 

第 24 回北日本頭頸部癌治療研究会（平成 30 年 10 月 16 日，宮城県仙台市） 

小幡和史，近藤敦，黒瀬誠，高野賢一：札幌医科大学における中咽頭癌の治療

成績の検討 

 

第 51 回甲状腺外科学会学術集会、（平成 30 年 10 月 25～26 日，神奈川県横浜

市） 

近藤敦、黒瀬誠、小幡和史、宮田遼：甲状腺乳頭癌気管食道浸潤症例に対する

レンバチニブ投与例 

黒瀬誠，宮田遼，小幡和史，近藤敦：甲状腺手術教育における術中持続神経モ

ニタリング(CIONM)の有用性 



宮田遼，黒瀬誠，小幡和史，近藤敦：好酸性細胞型濾胞性腫瘍の 3 例 

 

第 13 回臨床ストレス応答学会大会（平成 30 年 10 月 26〜27 日，小樽市） 

大和田築，金子躍人，金野匠，角木拓也，菊池真，大國毅， 氷見徹夫，高野 賢

一，幸野貴之，小島隆：ストレス応答シグナル p38 MARK を介した p63 依存性

ヒト鼻粘膜上皮バリア調節機構 

 

第 218 回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方部会（平成 30 年 10 月 28 日, 旭川市） 

山本哲夫，朝倉光司，白崎英明，亀倉隆太，氷見徹夫：シラカバ IgE 陽性の口

腔咽頭過敏症における各種花粉とプロフィリン(Bet v2）感作との関係 

渡邉一正：頸部リンパ節と喉頭の腫脹をきたした不全型川崎病例 

小西正訓：脳卒中例における摂食機能の短期予後予測 

矢島諒人，宿村莉沙，山本圭佑，大國毅，黒瀬誠，高野賢一：当科で経験した

特発性耳性髄液漏の一例 

伊藤史恵，角木拓也，野村一顕，吉岡巌：トキソプラズマ性頸部リンパ節炎の

一例 

佐々木彩花，黒瀬誠，宿村莉沙，矢島諒人，山本圭佑，大國毅，高野賢一：気

管原発軟骨肉腫の 1 例 

佐藤里奈，光澤博昭，黒瀬誠：頬部に発生したデスモイド型乳幼児線維種症の 1

例 

中野雅也，宮田遼，佐々木彩花，垣内晃人，小幡和史，近藤敦，高野賢一：当

科で経験した壊死性唾液腺化生の一例 

 

第 34 回日本耳鼻咽喉科漢方研究会（平成 30 年 10 月 27 日，東京都） 

新谷朋子，竹田眞：長引くめまいに甘麦大棗湯が有効であった症例 

 

第 36 回東洋医学会北海道地方部会（平成 30 年 10 月 28 日，札幌） 

新谷朋子，竹田眞：人工内耳埋め込み患者への漢方治療 

 

第 70 回日本気管食道科学会（平成 30 年 11 月 8～9 日，東京都） 

小柴茂，氷見徹夫 ：下咽頭癌術後皮弁再発に対し頸皮弁により咽頭再建を行っ

た一例 

 

第 47 回日本免疫学会学術集会（平成 30 年 12 月 10-12 日，福岡県福岡市） 

Hayato Yabe, Ryuta Kamekura, Ippei Ikegami, Hiromi Takaki, Hiroki 

Takahashi, Shingo Ichimiya：Functional roles of CX3CR1+ peripheral helper 

T cells in IgG4-related disease 

 

 

 

  



７．その他 

高野賢一：人工内耳トピックス，小児人工内耳の会，平成 30 年 3 月 24 日，札

幌市 

 

高野賢一：人工内耳－過去・今・未来－，成人人工内耳の会，平成 30 年 8 月

18 日，札幌市 

 

白崎英明：フィンランドの医療制度と医師の働き方（主に資料提供），内閣府

作成 平成 30 年度版男女共同参画白書，東京：内閣府男女共同参画局 pp92—93，

2018 

 

白崎英明：花粉症が引き起こす食物アレルギーについて．インターネット講演

会〜プレイマリ・ケアレクチャーシリーズ，平成 30 年 9 月 27 日，札幌医大 

 

白崎英明：アイスブレイキング，第 13 回札医大指導医講習会，平成 30 年 10

月 6−7 日，札幌医大 

 

成田慎一郎：鼻アレルギーの診療―花粉症，舌下免疫療法―，鳥居薬品社員研

修会，平成 30 年１月 18 日，札幌市 

 

成田慎一郎：北海道の花粉症と治療について，久光製薬社員研修会，平成 30 年

10 月４日，札幌市 

 

 


